「異文化交流論」を担当して by 今井, 祐子
Center for Interdisciplinary Studies,University of Fukui8
私は、平成１８年度より、「異文化交流論」（本年度以降の
入学生へは、科目名「国際文化交流論」で授業を提供）の
授業を担当しています。この科目は、本来は教育地域科学
部の専門科目ですが、共通教育Ｂ群（専門教育・副専攻科
目）と生涯学習市民開放プログラムの科目としても開講し
ていますので、毎年、意欲ある工学部の学生および市民の
方々にも受講してもらっています。
シラバスでも紹介しているように、この授業では、文化交
流の歴史と概念、対外関係と文化交流、国際文化交流機関の
活動、外国人と日本文化などについて講義していますが、授
業中に行ったアンケートによると、受講者のみなさんが「異
文化交流」に関して各自様々なイメージを抱いていることが
分かります。シラバスを事前に熟読していなかったのか、実
際に受講してみて、「この授業の内容は、当初思っていたも
のと全く異なっていた。」と感想を述べる学生も少なくあり
ません。また、文化交流の歴史や概念についてその移り変わ
りを通史的に説明した授業の後では、ある市民の方から「先
生、面白かった！話の内容は、言われてみるとそうかなと思
うものが殆どだった。でも、今までこんな風に考えたことが
なかった。」と言われました。グローバル化が叫ばれて久し
い現在、文化交流は多くの人々にとって身近なものになった
と思います。しかし、それについて深く考えるということは
あまりないのかもしれません。
また授業では、文化交流の実態をある程度の臨場感を
もって理解してもらうために、テレビ番組、映画などの視
聴覚教材を大いに活用しながら講義をしていますが、その
内容に対する受講生の反応は、私にとって常に興味深いも
のです。たとえば、日本の文化力が対外的な日本のイメー
ジを向上させ、外交の分野にも好ましい形で作用した例と
して、黒澤明監督の映画「羅生門」を紹介し、この映画を
実際に視聴した際には、「この映画がなぜ国際的に高く評価
されたのかがよく分からない」と述べる学生が少なくあり
ませんでした。映画「羅生門」は、１９５２年４月発効の対日
平和条約によって日本が主権を回復する数ヶ月前に、ヴェ
ネツィア国際映画祭（１９５１年９月開催）で金獅子賞を獲得
しました。当初この映画は、その内容の難しさゆえに、制
作会社の社長からも評価されていなかったのですが、そう
した日本側の思いに反して、国際映画祭では高い評価を得
たのです。ちなみに、この映画で用いられている、同じ出
来事を複数の視点から全く違う風に回想し、真実がどう
だったのか観者を混乱させる手法は、後に多くの国の映画
に影響を与えたとされています。
さらに、現代のフランスの若者の間では、日本の大衆文
化（漫画、アニメ、ファッション、料理）などが、かっこ
いいモノとして受け入れられて流行していますが、その実
態をとりあげた番組を視聴した際には、受講者のほぼ全員
が興味を持ってくれました。今や日本食はそのヘルシーさ
ゆえに世界中で人気があるので、フランス人が寿司や天麩
羅を食べていることに驚く人はいませんが、フランスの若
い女性が髪結いの道具として日本の箸を用いる、ルーズ・
ソックスを着用する、ご飯にお醤油をぶっかけて食べる、
縁日の金魚すくいに夢中になる姿は、さすがに奇妙に感じ
られるようです。このような彼らの日本文化理解には可笑
しな側面や誤解もありますが、しかし、そうしたモノを通
じて日本に親しみを持つ外国人は増えています。経済力が
落ち込んでいる日本は、今後、こうした大衆文化によって
世界へアピールしていくのでしょうか？
加えて授業では、外国人によって注目される日本文化の
特徴や価値などを意識した上で、日本のソフト・パワー
（その国がもつ価値観や文化の魅力で相手を魅了することに
よって、国際社会での信頼や親しみを得る）について、グ
ループを作って学生に議論してもらう時間や、留学生に自
国の文化について発表してもらう時間を設けています。議
論の時間では、残念ながら今のところ、目ぼしいアイデア
は出ていないため、この議論をもっと盛り上げていけるよ
うにすることが、私の課題となっています。また、これま
で留学生にはいずれも流暢な日本語で発表してもらってお
り、その姿に真面目に感心している学生も多かったため、
彼らの発表は福井大学の学生たちが外国語を学習するにあ
たっての大きな刺激になっていると思われます。一方、私
の方でも、この授業の内容に関する受講生の意見や反応は
大きな刺激となっています。今後も、教員と受講生双方の
考えや思いを上手くフィードバックさせながら授業に取り
組んでいければと思います。
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